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1. はじめに
　八戸圏域水道企業団は1986年に当時の八
戸市を中心とした11市町村（現在は市町村合
併により7市町）により末端給水型広域水道
として事業を開始し、現在の浄水場は、白山
浄水場、蟹沢浄水場、三島浄水場の3施設で
ある。その中で白山浄水場は、八戸市水道部
時代の1975年から馬淵川を水源とする浄水

施設として運用を開始し、その後に新井田川
を水源とする新たな浄水施設を並列に整備し
て、2010年からは新井田川の取水も開始し
ている（図1）。白山浄水場は、水源の二重化
と供給能力の強化により、今では圏域全体の
82％に水道を供給する重要な基幹施設となっ
ている。
　この白山浄水場の馬淵川系導水管（鋼管）呼
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び径 1200 では、新井田川の取水開始前とな
る2009年 1月 1日に漏水事故が発生し、白
山浄水場の浄水処理が停止して水道水供給が
不能となり圏域で大規模断水が発生した。ま
た、供用開始後40年が経過する導水管路は
腐食も進行していることから、今回大口径の
馬淵川系導水管について更新工事を実施した
ので報告する。

2.導水管路の概要
　馬淵川系導水管は、一級河川である馬淵川
の河川水を川中島取水施設にて取水し同敷地
内の川中島ポンプ場からポンプ圧送により
約3,800m離れた白山浄水場へ導水している

管路である。川中島ポンプ場から白山浄水場
までの導水管路は、道路縦断に沿ってアップ
ダウンを繰り返しながら取水施設より標高が
約100m高い白山浄水場まで続いており、平
坦で直線的な線形が少ないことが特徴である
（図2）。また、導水管を整備した1975年頃
の白山浄水場周辺は山林に囲まれており、当
時の導水管整備は制約も少なく全て開削によ
り工事を行うことができた。しかし現在の浄
水場周辺は、ニュータウン開発による宅地造
成が進み、導水管路の道路沿線には住宅が並
び、導水管整備当時には埋設されていなかっ
た配水管、下水管（汚水・雨水）、ガス管などが
道路に輻輳した状況に変わり、このニュータ
ウン地域では工事の制約が非常に多くなって
いる。
　既設導水管は、呼び径 1200（計画水量
165,000m3/日）、管種は溶接鋼管、5基のワ
ンウェイサージタンク（RC造）を有しており、
1975年運用開始から40年が経過する。漏水
事故は、2009年の大規模断水を伴った呼び
径1200 からの漏水と2013年のサージタン
クNo.1との接続鋼管呼び径600からの漏水
（新井田川取水整備後のため、断水被害なし）
の2度発生している。

図2　管路縦断図

図1　白山浄水場施設イメージ



ダクタイル鉄管  No.115

ダクタイル鉄管 2024.10 第115 号

28

3.更新工事の概要
　大規模断水が発生した漏水事故を契機と
し、既設導水管路の管体腐食調査を2009年
から2013年まで行った。その結果、腐食の
進行が深刻なことが確認され、管路の延命化
は難しい状況であったことから、川中島ポ
ンプ場からの導水管更新工事を平成29年度
（2017年）から令和5年度（2023年）の7箇年
で実施することとした。工事の全体図及び工

程は図3、図4のとおりである。
（１）更新管の概要
　新たな導水管の管種について、一体構造管
路となる鋼管と離脱防止機構を有したダクタ
イル鉄管を比較検討した。その結果、施工性、
経済性、更新期間で優位であった耐震型ダク
タイル鉄管を採用し、計画水量80,520m3/日に
必要な呼び径1000 へダウンサイジングした。

図3　更新工事全体図

図4　更新工事工程
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（２）施工状況
　布設ルートは、更新後も既設サージタンクを
継続して利用できる既設ルートと同じとした。
また、導水管に支障となる配水幹線呼び径
450 を事前に移設（596m）する工事も行った。
基本的に開削工法による布設工事としたが、
河川ボックスカルバートを横断する区間では
推進工法、地下埋設物が輻輳し開削工法が難
しいニュータウン地域はシールド工法を採用
した。表1に非開削工法の工事概要を示す。
　推進工法による工事は土圧式を採用し、推
進さや管はHP呼び径1350、挿入管はPN形
ダクタイル鋳鉄管とした。土圧式の推進工法
の特徴は、泥土を加圧して泥土圧を発生させ
地山の土圧と地下水圧に対抗させる工法であ
る。掘削土量の把握が他の工法より容易で確
実な利点がある一方、排土方式がバッチ方式
のため作業性は他の工法より劣り工事費が割
高な傾向があるが、この推進区間は導水管漏
水事故が発生した場所でもあるため、施工の
安全性を最優先とし周囲地盤への影響が少な
いこの工法を採用し工事を行った。

　シールド工法による工事は、地中をシール
ド機で掘進しながらφ1350mm鋼製セグメ
ントでシールドトンネルを構築し、このシー
ルドをさや管としてPN形ダクタイル鋳鉄管
を布設した。発進側から到達側までの約870
ｍを 5％勾配で施工している。シールド工
法の採用により、サージタンクはNo3及び
No4の 2箇所が不要となり、No5はシールド
中間立坑を設け接続を行った（図5）。　

表1　非開削工事概要

図5　シールド工事縦断図

推進工事（土圧式推進工法）

　推進さや管　　　HP φ1350×79.3ｍ
　鋳鉄管挿入工　　DIP-PN形 φ1000×82.0ｍ
　鋳鉄管布設工　　DIP-NS形 φ1000×7.6ｍ
　発進立坑築造工　鋼矢板Ⅲ型8.0m×4.0m（H＝11.5m）
　到達立坑築造工　鋼矢板Ⅲ型6.8m×4.0m（H＝12.4m）
　地盤改良工
　仮設工　　　

シールド工事（鋳鉄管持込み型泥土圧式シールド機）

　シールド工　　　鋼製セグメント φ1350×868.1ⅿ
　鋳鉄管挿入工　　DIP-PN形 φ1000×869.4ｍ
　鋳鉄管布設工　　DIP-NS形 φ1000×49.6ｍ
　発進立坑築造工　鋼矢板Ⅲ型12.4m×6.8m（H＝6.35m）
　中間立坑築造工　鋼製ｹｰｼﾝｸﾞφ2500（H＝23.7m）
　到達立坑築造工　鋼製ｹｰｼﾝｸﾞφ4000（H＝18.2m）
　地盤改良工
　仮設工　　 
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（３）導水管路の新旧切替工事
　工事最終年度に実施した切替工事について
説明する。新しい導水管路を運用開始するに
は、既存施設（川中島ポンプ場、白山浄水場、
サージタンク3箇所）と新設の導水管路を接
続切替する必要があり、切替時には馬淵川の
取水を全面停止しなければならない。しかし、
馬淵川の取水を停止した場合に基幹浄水場で
ある白山浄水場の水源は1系統（新井田川）と
なり浄水施設能力は低下する。そのため、他
の浄水場をフル稼働させてバックアップ体制
を整えながら切替工事を進める必要があり、
更に災害発生時のリスクを考えると短期間で
導水管の接続切替を完了させ取水再開を目指
すことが重要であった。本工事では、工事最終
年度（令和5年度）に導水管を停止する期間を
設け、この停止期間のタイミングで川中島ポン
プ場、白山浄水場、3箇所のサージタンク、及び
導水管呼び径1200（既設）と呼び径1000（新設）
が線形上で交差するため既設呼び径1200 の

撤去が伴う呼び径1000 の配管3箇所、合計8
箇所の配管を同時一斉に切替工事を行った。
　短期間で迅速な切替を完了させるために、
8箇所の切替を8業者にそれぞれ発注し、同
時タイミングで8箇所施工を進める体制を整
え、8業者の配管手順や配管完了の目標日を
綿密に打ち合わせして切替工事に取り組ん
だ。導水管停止期間は、水需要が比較的少な
く降雪前の10月中旬から12月中旬の2ヶ月
間（62日）を予定し、約3.8km（4,300m3）の管
内水抜き作業、切替接続工事、新設導水管呼
び径1000 の水張（約 3,000m3）及び水質確認
作業までの工程をこの期間で行う計画とし、
毎日の進捗管理と可能な限り作業を繰上げて
工程短縮を図った結果、当初計画より16日（切
替工事で5日、水張り～導水ポンプ試運転で
11日）早く導水管の通常運用を果たして導水
管更新を完了した。一連の施設切替フローは
図6のとおりである。

    －

　3日

36日
ポンプ場φ1000切替
浄水場φ1000切替
ｻｰｼﾞﾀﾝｸＮｏ.1φ600切替
ｻｰｼﾞﾀﾝｸＮｏ.2φ400切替
ｻｰｼﾞﾀﾝｸＮｏ.5φ600切替
導水管交差部①φ1000接続
導水管交差部②φ1000接続
導水管交差部③φ1000接続

　2日

　1日（24時間）
導水管圧
着水井水面変化
管路漏れ

　1日

　3日
データ収集

    －

導水ポンプ試運転

導水施設通常運転

馬淵川取水停止

既設管φ1200水抜き

切替工事

新設管φ1000水張り

導水施設状態確認

原水入替後、水質確認

図6　導水施設切替フロー
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4.導水管切替にむけた配管接合検査の取組み
　ダクタイル鋳鉄管の接合検査は、チェック
シートによる接合点検と水圧テストバンド（大
口径）による継手水圧試験により確認できる。
2009年の導水管漏水事故原因は、鋼管溶接
部の不良箇所に生じた相対変位の作用による
破断とされており、本工事では可能な限り継
手の水密性の確認を行うことに決め、継手水
圧試験はテストバンド試験機が設置可能な全
継手を対象に行った（垂直や傾斜部の配管、
バタフライ弁前後等のテストバンドが設置で
きない箇所及び試験機の回収ができない結び
（せめ）配管は除く）。水圧試験実施箇所数は
表2のとおりである。

　また、テストバンドのテスト水圧は、水道
施設設計指針等に0.50MPaを負荷して5分
後0.40MPa（80％）以上保持することと記載
されている。しかし、本工事区間の配管高低
差は、川中島ポンプ場と浄水場で98.9mの差
があるため、管路全体に充水した場合のポン
プ場側の管路圧は約1.0MPaとなり、更に導
水ポンプ運転時はそれ以上となる。仮に導水
管切替後の通水時に継手不良が発見され、呼
び径1000 の補修・再接合が必要となった場
合、迅速な導水管路の運用再開にむけたスケ
ジュールに遅れが生じる。そのため、テスト
バンドの圧は管路に充水した場合の水圧に近
い1.0MPaを負荷して試験をすることとし、

写真1　布設替工（管吊り降ろし） 写真2　シールド内PN形管運搬状況

φ1000水圧1.0MPaテストバンド試験
試験箇所数 配管継手数

 ＰＮ形 （推進挿入部）※ 22
 ＰＮ形 （ｼｰﾙﾄﾞ挿入部）
 ＮＳ形 （開削部）

計　合
※PN形受挿し短管(PN-NS形)の2箇所は設置が不可

170
640
832

20
170
551
741

表2　テストバンド水圧試験実施箇所数（φ1000水圧1.0MPa）
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水圧試験（PN形）

図7　テストバンド水圧試験結果

水圧試験（NS形）
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5分後 0.8MPa以上を合格基準に定めた。試
験結果の一例を図7に示す。なお、テストバ
ンド水圧試験を1.0MPaで実施するにあたり、
管内作業員が安全に試験を行えるようNS形、
PN形テストバンドの改良・製作にご協力く
ださった関係者の皆様には改めてお礼申し上
げます。

5.おわりに
　馬淵川系導水管更新工事は、標高差のある
地形条件、従来の開削工事が困難な施工条件、
水撃作用の対策、複数業者による同時施工、
期限内での導水管路切替、及び更新管の水密
性・安全性の確認等様々な課題に取り組み、
令和5年度（2023年）に無事完了することが
できた。水需要減少や施設の老朽化が進行す
る中、安全でおいしい水を安定して圏域内の
お客様に供給するという使命をこれからも果
たすべく、更なる強靭な施設整備を推し進め
ていきたい。

写真3　テストバンド設置（NS形曲管90°）

写真4　テストバンド水圧試験状況（PN形）
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1. はじめに
　埼玉県営水道（以下「県営水道」という。）で
は、水道用水供給事業として58 市町（55団体）
に対し一日平均約174万m3（令和5年度実績）
の水道用水を供給しています。
　昭和 43 年 4 月に給水を開始して以来、水需
要の増加に合わせて拡張事業を進め、現在は
大久保・庄和・行田・新三郷・吉見の 5 つの
県営浄水場から受水団体へ送水しています。
　近年、人口減少社会に突入し長期的な有収
水量の減少傾向が見込まれる一方で、老朽化
の進む水道施設の更新には今まで以上に費用
が必要となっています。そのような厳しい経
営環境の中にあっても、将来にわたって、安
全・安心で良質な水を安定的に供給すること
は県民生活を支える我々の基本的な責務で
す。このため、【安全】、【強靭】、【持続】、【利

用者とともに歩む水道】の 4 つの観点から目
指すべき施策を『埼玉県営水道長期ビジョン』
として令和 4 年度に策定し、事業を運営して
います。
　埼玉県営水道長期ビジョンで掲げた施策
は、『企業局経営 5 か年計画』の中で 5 年間に
取り組むべき具体的な整備目標等として設定
され、耐震化を始めとする災害対策や老朽化
対策の推進等に取り組んでいます。

2. 東松山第二幹線の整備背景
　県営水道では図 1 のとおり 5 つの浄水場を
保有していますが、このうち事業創設時から
稼働している大久保浄水場は県営水道の合計
施設能力（日量 266.5 万m3）の約 5 割に相当す
る日量130万m3を有しています。このように、
老朽化が進む大久保浄水場に施設能力が集中
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していることから、事故、災害等により大久
保浄水場が停止した場合の影響が大きく、断
水リスクが高い状態となっています。
　そこで、老朽化が進む大久保浄水場の一部
施設を廃止しダウンサイジング（施設能力を
日量 70万m3に縮小）するとともに、県営水道で
唯一、 荒川右岸に位置する吉見浄水場を拡張

（施設能力を日量15万m3から30万m3に増強）
することで、施設能力の偏りを解消すること
としています。これに合わせて、吉見浄水場か
らの送水管「東松山第二幹線」（呼び径 1,100、
延長約 22km）の整備を進めており、これらの
完成により大久保と吉見の供給区域を再編す
ることで、断水リスクが大幅に低減されます。
　本稿では、図 2 に示す東松山第二幹線のう
ち、現在施工中の水道用鞘管シールド工法によ
る送水管工事（寺山区間）について報告します。

3. 工事概要
３−１　工事箇所の状況
　本工事（寺山区間）は、埼玉県川越市北西部
に位置し、近年整備された片側 2 車線の幹線
道路である県道川越北環状線下にシールド工
法による鞘管（内径 1,514mm）を新設し、鞘
管内に送水管（呼び径 1,100、PN 形ダクタイ
ル鉄管、L= 約 3km）を布設するものです。

　幹線道路周辺の多くは田畑が広がっていま
すが、各交差点部は店舗等が密集しており、
日中は交通量も多い状況となっています。ま
た、地下埋設物として、下水道管、水道管、
ガス管、 通信ケーブル、電力ケーブル等が埋
設されているほか、シールド掘進ルート東側
は農業用水路が南北方向に流下しています。
　県道川越北環状線は、川越市内の交通渋滞
緩和を目的に計画された道路であり、平成
31 年 3 月に全線開通が予定されていました。
本工事の着手は全線開通後（令和 4 年 5 月）と
なることから、交通規制が生じないシールド
工法を選定することとし、立坑についても地
上交通への影響を最小限にする位置へ配置す
ることとしました。

行田浄水場行田浄水場

吉見浄水場吉見浄水場

大久保浄水場大久保浄水場

新三郷浄水場新三郷浄水場

庄和浄水場庄和浄水場 東松山第二幹線東松山第二幹線
（呼び径1,100）（呼び径1,100）

図 1　県営水道の供給区域と東松山第二幹線整備による給水区域の再編

 県営水道供給区域　  大久保供給区域　  吉見供給区域　  大久保・吉見供給区域

図 2　東松山第二幹線概要図

東松山第二幹線

寺山区間

吉見浄水場吉見浄水場

大久保浄水場大久保浄水場
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３−２　工事特性
　一般的なシールド工事の縦断線形は、発進
立坑側を低く、到達立坑側を高くして、シール
ド機先端部からの湧水時に水を発進立坑側へ
自然流下できるよう上り勾配で設計します。
　本工事は、施工上の制約やコスト縮減の観
点から延長約 3.0km のシールド工事を L= 約
1.6km と L= 約 1.4km の 2 工区に分け、両
端からそれぞれ発進し、中間地点に両到達立
坑を設けて合流させることとしました（図 3）。
そのため、一般的な縦断線形を描くと両到達

立坑部が線形の頂点となる、いわゆる拝み勾
配となりますが、「上水道の場合、隣接する
両立坑間は管内排水及び排気の関係上、中間
部に凹凸が生じないよう片勾配としなければ
ならない（2016 年制定 トンネル標準示方書

［シールド工法編］：土木学会）」ことから、拝
み勾配にはせず、その 2 工区においては 2‰
以下の下り勾配での施工としました。
　なお、採用したシールド工法はシールド機先
端部に排水（排泥）機能があり、下り勾配にお
いても安全に施工できる工法を選定しました。

図３　東松山第二幹線（寺山区間）位置図

図 4　寺山区間地質想定図及びシールド掘進位置図

発進立坑（その１工区）発進立坑（その１工区）
深さH＝約 24.8m深さH＝約 24.8m

写真①写真①

写真②写真②

写真⑤写真⑤
写真③写真③

写真④写真④

送水管布設（その１工区）送水管布設（その１工区）
延長 L＝約 1.6㎞延長 L＝約 1.6㎞

送水管布設（その２工区）送水管布設（その２工区）
延長 L＝約 1.4㎞延長 L＝約 1.4㎞

発進立坑（その2工区）発進立坑（その2工区）
深さH＝約 22.4m深さH＝約 22.4m

両到達立坑両到達立坑
深さH＝約 23.7m深さH＝約 23.7m

：シールド掘進ルート：シールド掘進ルート
：写真撮影方向：写真撮影方向

発進立坑（その１工区）発進立坑（その１工区）
深さH＝約 24.8m深さH＝約 24.8m

両到達立坑両到達立坑
深さH＝約 23.7m深さH＝約 23.7m

発進立坑（その2工区）発進立坑（その2工区）
深さH＝約 22.4m深さH＝約 22.4m
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３−３　各工事の概要
　各工事の概要は、以下のとおりです。

● 発進立坑（その 1 工区）（写真①）
　川越市道に発進立坑（L12.6m × W5.4m ×
H24.8m）を築造する工事です。なお、市道（立
坑築造部）の通行止めができなかったことか
ら、発進立坑工事の付帯工として仮設道路を
設けています。

● 送水管布設（その 1 工区）（写真②）
　シールド機を発進、県道川越北環状線を南
下し、両到達立坑まで掘進・配管（延長 L=
約 1.6km）を行うシールド工事です。

● 発進立坑（その 2 工区）（写真③）
　川越市道に発進立坑（L12.6m × W5.4m ×
H22.4m）を築造する工事です。

● 送水管布設（その 2 工区）（写真④）
　シールド機を発進、県道川越北環状線を北
上し、両到達立坑まで掘進・配管（延長 L=
約 1.4km）を行うシールド工事です。

写真①　発進立坑（その１工区）

写真②　送水管布設（その１工区） 写真④　送水管布設（その２工区）

写真③　発進立坑（その２工区）

：シールド掘進ルート：シールド掘進ルート

：シールド掘進ルート：シールド掘進ルート

発進立坑発進立坑

立坑築造完了状況立坑築造完了状況

鞘管（一次覆工）完了状況鞘管（一次覆工）完了状況

仮設道路仮設道路

防音ハウス防音ハウス

R＝ 30mR＝ 30m
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● 両到達立坑（写真⑤）
　県道川越北環状線の交差点歩道内に到達立
坑（φ3,000 × H24.8m）を築造する工事です。

4. 立坑築造工の概要
　発進立坑築造における平面寸法について
は、シールド機の搬入に必要な開口寸法（L 
6.8m × W1.8m）と掘進に必要な内空寸法

（L11.8m × W4.5m）を条件とし、L12.6m ×
W5.4m の立坑寸法としました。また、築造
工法は地中連続壁（柱列式）工法を採用しまし
た（図 5、6）。
　なお、発進立坑築造にあたっては、防音ハ
ウス設置やセグメント等の資材置き場なども
含め 1,000m2 程度の民地を借用し施工してい
ます。
　一方、両到達立坑の平面寸法については、
既設歩道内での施工でありエリアの制約があ
ることから、立坑寸法の最小化を図るため
シールド機の一部を残置することとし、鋼製
ケーシング工法による内径φ3,000 の立坑と
しました（図７、8）。
　また、それぞれの立坑では、盤ぶくれ防止、
地耐力確保、坑口部の地盤強化と地下水止水
等を目的に底盤・坑口補強として、水中コン

クリート（両到達立坑のみ）、高圧噴射撹拌工
及び薬液注入工を行う設計としています。

5. シールド工の概要（その 1、2 工区）
　シールド工は、砂礫層を掘進土層とした
泥土圧式シールド工法により、掘進外径φ
1,804mm、土被り 20 ～ 23m、延長約 3km（そ
の 1 工区約 1.6km、その 2 工区約 1.4km）を
施工するものです（図 3、4、9）。
　また、最小曲率半径を 30m、掘進勾配を 2‰
以下としたことから、その後布設するダクタ
イル鉄管は、6m 直管の持込配管を可能とし
ています。
　本工事で採用した工法は、一次覆工となる
鞘管にダクタイル鉄管（持込工法用）を布設す
る工法であり、一次覆工と二次覆工の軌条設
備を併用できるため、水道管布設に特化した
シールド工法です。掘削排泥方式は密閉型の
泥土圧方式となります。鞘管には、工法専用の
四分割鋼製セグメントを使用し、軌条設備等
を工夫することにより、従来のシールド工法よ
りも鞘管径を小さくできる特徴があります。
鞘管径を小さくすることで掘削外径が小さく
なるため、土量の搬出量及び裏込め材の充填
量が少なくなります（図 9）。また、掘削土砂が
少ないため、地上の地盤変動など周辺環境に
対して施工リスクが低い工法となります。

写真⑤　両到達立坑

：シールド掘進ルート：シールド掘進ルート

その２工区その２工区

その１工区その１工区
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図５　発進立坑平面図（その１工区）

図６　発進立坑断面図（その１工区）

地中連続壁工地中連続壁工
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図７　両到達立坑平面図

図８　両到達立坑断面図

鋼製ケーシング鋼製ケーシング
（φ3,000）（φ 3,000）
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6. シールド内配管の概要
　シールド内配管の構造には、セグメントと
水道管の空隙を充填材で充填する「充填方式」
と点検通路を設ける「点検通路方式」の 2 種類
ありますが、経済的に安価な「充填方式」を採
用しました。

　また、狭い鞘管内での運搬及び管接続を容
易なものとし、スピーディで確実に耐震管路
の構築を実現できる「PN形ダクタイル鉄管」
を採用しました。

7. おわりに
　本工事（寺山区間）は、立坑築造から工事完
成までに約 5 年と長い期間を要すことから、
周辺住民の方々への配慮がより一層大切にな
る工事となります。そのため、周辺住民の方
に対して、工事概要や現在の進捗が効果的に
伝わるようデジタルサイネージを使用した広
報を行っています（写真⑥）。
　このデジタルサイネージは、周辺住民に対
して建設事業の広報活動を行うため現場環境
改善費として工事に計上し、受注者が提案、
実施しているものです。工事現場の紹介等に
も活用でき、非常に重宝しています。
　今後、シールド工事等の大規模工事を予定
されている事業者、施工者の方は、一度ご検
討してはいかがでしょうか。
　最後に、施工にあたり工事に関するご指導
やご助言、多大なご協力をいただいた関係各
位及び周辺住民の皆様にこの場をお借りし感
謝申し上げます。本稿が、水道管の更新事業に
従事する関係各位の参考になれば幸いです。

写真⑥　デジタルサイネージの設置状況
（白線は、歩行者と自転車を分けるものです。）

【参考】PN 形ダクタイル鉄管の特徴
　既設管内への押込み配管用に開発された
継手で、トンネル内への持込配管にも使用
できるように改良されました。継手の伸び
出しが可能で、伸び量が最大になると最終
的にはロックリングと挿し口突部がかかり
あって、離脱防止の役目をします。

図９　シールド工断面図（充填方式）
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1. はじめに
（１）羽曳野市の概要
　羽曳野市は人口約 11 万人の、河内平野の
中にある豊かな自然と歴史的名所に恵まれた
大阪府の南東部に位置した街である。

　二上山系の斜面を利用して、広大な果樹園
が形成され、昔から農作物の栽培に適し、夏
の味覚のぶどうやいちじく、碓井えんどう、
さいぼし等やぶどうを元に作られるワインは
特産品として有名です。
　また、世界文化遺産に登録されている日本
最大級の古墳「応神天皇陵古墳」は街の景色に
溶け込みながらも古代より変わらないその姿
を見せている。

03

PN形ダクタイル鉄管を用いた
長距離・急曲線非開削工法による
送水管更新工事

羽曳野市水道局
工務課

西尾　健

図 1　羽曳野市の位置 写真 1　応神天皇陵古墳（羽曳野市教育委員会提供）



PN形ダクタイル鉄管を用いた長距離・急曲線非開削工法による送水管更新工事

43ダクタイル鉄管  No.115

（２）羽曳野市水道事業のはじまり
　羽曳野市の水道事業は、石川左岸の浅井戸
を水源とする旧古市町上水道として創設さ
れ、昭和 3 年 5 月から給水を開始した。この
給水は大阪府下の町村営水道の先駆けをなす
ものとして各方面から注目を浴びることと
なった。
　昭和 31 年 9 月、隣接していた 2 町 4 村（古
市町、高鷲町、埴生村、西浦村、駒ヶ谷村、
丹比村）が合併して南大阪町が誕生し、さら
に昭和 34 年 1 月には市制の施行によって羽
曳野市が発足した。
　市内の人口急増に伴って施設拡張の必要性
が高まったため、水道の拡張事業を行い、旧
古市町上水道と高鷲、埴生、西浦地区の各簡
易水道が統合した。
　その後も人口は増加し続け施設拡張の必要
性がさらに高まった。しかし、新たな水源開
発が困難であったことから、大阪府営水道か
らの分水を受けることとし、同時に駒ヶ谷地
区及び丹比地区の簡易水道を廃止することに
より、全市給水の一元化が達成された。

（３）羽曳野市水道事業　水道整備基本計画
　　 （20 年計画）
　羽曳野市では、水道をご利用いただく皆様
に安全で安心な水道水を安定的に供給できる
ように、総合的な整備計画である「羽曳野市
水道事業　水道整備基本計画」を策定した。
　平成 29 年 3 月には、羽曳野市の中核とな
る石川浄水場の更新が完了したことを機に、
社会情勢の変化に対応するため計画の内容を
改定した。
　この改定では、整備費用を抑制するため施
設規模の適性を考え、人口減少に応じたダウ
ンサイジングを行うことを盛り込んでいる。

また、阪神淡路大震災や東日本大震災のよう
な大規模地震であっても被害を最小限にする
ため、施設・管路の耐震化を優先的に進める
内容とした。
　ただし、総延長約 464km（令和 6 年 3 月末）
に及ぶ水道管路の耐震化には時間を要するこ
とから、公共施設、医療・介護の各機関や避
難所などにつながる管路から優先的に進める
方針としている。

2. 第 6 次水道施設整備事業伊賀受水場低区
　 第 2 配水池送水管改良工事について

（１）第 6 次水道施設整備事業について
　標記の水道整備基本計画では、整備する施
設・管路を整備場所、更新時期、優先順位な
ど様々な条件を考慮し、複数年を費やして完
成させる事業をまとめている。
　平成 30 年から 7 年間かけて実施する「第 6
次水道施設整備事業」は、耐震化に重点を置
いており、配水池では壺井配水池、送水管で
は壺井浄水場から羽曳山配水場の区間、そし
て本レポートにて紹介する伊賀受水場から低
区第 2 配水池の区間を耐震化（更新）するもの
である。なお、水道施設整備事業のこれまで
は下記の通りである。
・第 1 次　昭和 50 年 4 月～昭和 54 年 3 月
・第 2 次　昭和 60 年 4 月～平成 2 年 3 月
・第 3 次　平成 7 年 4 月～平成 11 年 3 月
・第 4 次　平成 13 年 4 月～平成 18 年 3 月
・第 5 次　平成 21 年 4 月～平成 28 年 3 月
（２）工法選定
　第 6 次水道施設整備事業の一つである本工
事は、呼び径 700 の送水管を伊賀受水場か
ら低区第 2 配水池まで合計 1,206.32m を更新
する事業である。当該管路は、幅員が 3.5 ～
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4m と狭い道路下での布設であり、道路浅層
部には下水道、水道管、ガス管が埋設されて
いる等、開削工事は困難な条件であった。そ
のため、それぞれ受水場内に発進立坑、配水
池場内に到達立坑を設ける非開削工法を採用
したが、非開削ルートは最小曲線半径 50m
を含む 18 箇所の平面・縦断曲線に加え、最
大 3.5％の上り勾配（高低差 32m）を含む変化
に富んだ複雑な管路線形となった。本線形に
対応するため、まず一次覆工として長距離・
急曲線の線形に対応可能な推進・シールド併
用工法を用いてさや管を構築し、二次覆工と
して耐震性に優れた PN 形ダクタイル鉄管を
さや管内へ持込工法で管路を構築する非開削
工法を採用したことにより、非開削区間含め
管路全般においてダクタイル鉄管を用いるこ
とで管路の耐震化を図った。

（３）管種選定
　内挿管の管種については、基幹管路が備え
るべき耐震性能を有しており、設計・施工基
準が確立され非開削工法で多くの実績があ
る呼び径 700PN 形ダクタイル鉄管［JDPA G 
1046-2019］（以下、PN 形管）を採用した。
　以下に PN 形管の特長を示す。

①管長の＋ 1％の伸び量と 3DkN（D：呼び径）
の離脱防止性能があるので、地震時に継手
部は伸び（引っ張り）方向には GX 形や NS
形継手等と全く同じ挙動をする。

②許容屈曲角以内であれば、直管同士であっ
ても継手で角度をつけることができるので、
複雑な管路線形に対応することができる。

③呼び径 700 以上は、管内から作業が可能な
ため、さや管内のような狭隘な環境におい
ても、接合が可能である。

④接合に特殊な作業は必要ない。また、溶接
作業もないため大掛かりな換気設備や動力
が不要である。

⑤定尺直管は 6m あるいは 4m であるが、さ
や管線形に合わせた管長で工場にて加工を
行い出荷するため、現場納入後すぐに布設
が可能である。

⑥「管路の耐震化に関する検討報告書（平成
25 年度管路の耐震化に関する検討会、平
成 26 年 6 月）」において、基幹管路がレベ
ル 2 地震動に対して備えるべき耐震性能を
有する管種・継手として区分されている。

継手性能（呼び径 700）
・継手伸び量：45mm
・許容屈曲角：3°00′
・離脱防止力：2,100kN

図 2　呼び径 700PN 形ダクタイル鉄管継手構造と性能
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3. 工事概要

工 事 名：第 6 次水道施設整備事業伊賀受水場低区第 2 配水池送水管改良工事
工事場所：羽曳野市伊賀 3 丁目 17 番地先
工事延長：L=1,206.32m
・シールド工（一次覆工）鋼製セグメント　　　　φ 1000：L=825.87m
・泥濃式推進工（さや管）推進工法用ヒューム管　φ 1000：L=380.45m
・鋳鉄管持込布設工（PN）　　　　　　　　　　　  φ 700：L=1,203.81m
・立　坑　工　2 箇所
・地盤改良工　1 式
・管 布 設 工 φ 700：L=17.2m　　　 φ 600：L=37.1m　　　φ 500：L=65.0m
 φ 400：L=16.8m　　　 φ 300：L=7.6m　　　  φ 200：L=12.9m
 φ 150：L=7.8m
・付　帯　工　1 式

図 4　管路縦断図

図 3　管路平面図
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4. PN 形ダクタイル鉄管管路の設計
（１）さや管内の通過検討
　さや管内への PN 形管運搬時に、さや管内
の曲線区間通過検討を行う。PN 形管が曲線
区間でさや管と干渉せずに通過できるかどう

かを、新管外径、管長、さや管内径、ホイー
ルベース長等の条件により、平面・断面の両
方で検討を行い、通過可能であることを確認
している。

図 5　平面における直管通過検討

図 6　断面における直管通過検討
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（２）曲線区間における配管検討
　前述の通過検討結果を基に、さや管曲線区
間における PN 形管の配管の検討を行った。
検討の結果、曲線区間は直管と曲管を組み合
わせて配管することも可能であったが、今回
は施工性を考慮して直管あるいは甲切管のみ
で配管を行うこととした。なお、配管の割付
条件として下記事項を基本とする。

①新管継手部の平面中心をさや管の平面中心
と合わせる。

②新管継手部の曲げ角度は、許容曲げ角度の
1/2 以下とする。

③接合時の管挿入は、角度をつけず、真っ直
ぐ挿入しなければならない。

④定尺 4m 直管での割付が不可能な場合は甲
切管を使用する。

5. 施工状況
　さや管の構築である一次覆工は、本工事の
対象地盤が計画段階から土質の一部が固結粘
土であることが確認されていた。実際の施工
でもＮ値の高い硬質粘土が出現したが、周辺
土質と併せた日進量を設定していたため、ト
ラブルなくさや管を構築することができた。
　二次覆工（PN 形管の布設）についても、複

雑な管路線形に対応するため、入念な事前検
討を行い、曲線区間も異形管を使用せずに直
管または甲切管のみで構成できた。
　また、狭隘な環境でも施工可能な専用の
バッテリーカー・管運搬台車・接合治具を活
用することや、さや管内へ中込充填用配管を
事前に取付けすることなどにより、一貫して
スムーズな施工がされた。

写真 2　シールドマシン搬入状況 写真 3　PN 形ダクタイル鉄管

図 7　曲線部での直管割図
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写真 6　PN 形ダクタイル鉄管接合状況

写真 4　PN 形ダクタイル鉄管運搬状況（立坑内）

写真 5　PN 形ダクタイル鉄管運搬状況（さや管内）
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6. おわりに
　本工事は計画時から土質条件の確認を行っ
ており、事前に日進量の設定等を行っていた
こともあり、一次覆工・二次覆工ともに大き
なトラブルもなく、計画からの工程が遅延す
ることなく工事を進める事ができた。また、
施工現場となる坑内は狭隘なことに加え、ト
ンネルの先端部分で人的作業を行う必要が
あったことから、安全管理の一環として坑内
のモニタリング体制の強化や、ウェアラブル
端末による作業員の健康管理を実施した。こ
れらの計画時の条件設定や安全対策の取り組
みもあり、無事に竣工を迎えることができた。

写真 7　坑内モニタリング状況
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1. はじめに
　岸和田市は、大阪府の南部に位置する歴史
と自然が調和した美しい都市である。江戸時
代に岡部氏5万3千石の城下町として栄えた
岸和田は、明治45（1912）年に岸和田城周辺
の4町村が合併し新しい「岸和田町」となり、
その後、紡績業の発展をきっかけとして製鋼、
煉瓦製造などの発展とともに市街化が進ん
だ。大正11（1922）年には大阪府内で3番目
に市制を施行し、泉南地域の経済、文化、行政
の中心的役割を果たすようになった。市内に
は南海電鉄やJR阪和線が通っており、大阪
市からは電車で約30分、関西国際空港から
も近く、国内外からのアクセスが良好である。
毎年9月に開催される「岸和田だんじり祭り」
は、300年以上の歴史を持ち勇壮なだんじり
（山車）が町を駆け巡る姿が圧巻で、日本全国

から観光客が訪れる一大イベントとなってい
る。市域は南北に細長く、低地や台地、丘陵地、
天然記念物であるブナの原生林を有する和泉
葛城山など多様で高低差のある地形が特色で
ある。北に臨む大阪湾は古くから「茅渟（ちぬ）

04

PN形ダクタイル鉄管の
小断面シールド内持込配管による
基幹管路整備

岸和田市上下水道局
上水道工務課

主幹

森下　喜博

岸和田市上下水道局
上水道工務課
工事担当

土井　太一

図1　岸和田市の位置
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の海」と言われるほど、黒鯛（チヌ）がたくさ
ん獲れ、秋から初春にかけて脂がのり最もお
いしくなる。新鮮で脂の乗った岸和田黒鯛は、
白身でほどよい歯ごたえが魅力で、どんな料
理にもアレンジ自在な食材として注目されて
いる。

2. 岸和田市水道事業の概要
　本市の水道事業は昭和 14 年度に創設して
以降、現在まで 6 次にわたる拡張事業を展開
してきた。水源は、市内 1 カ所の自己水源（流
木水源）および大阪広域水道企業団からの受
水で構成され、その内訳は自己水が 6%、企
業団水が約 94% と、使用水量の大半を企業
団水によって賄っている。施設や管路の更新
事業は、「岸和田市水道事業ビジョン」の下位
計画である「岸和田市上水道事業中長期計画」

（計画期間 = 平成 31 年度〜）において、20 〜
50 年間の中長期にわたる耐震・更新事業の
事業量や投資額の方針を示しているほか、今
後の水需要減少への対応として配水池の統合

（適正配置）を含めた配水区の統合を行うこと
としている。中長期計画における水需要予測
では、同市の給水区内人口は 19 万 6340 人

（平成 29 年度）から 16 万 3944 人（令和 20 年
度）まで約 16% 減少するほか、1 日平均配水
量も 6 万 2408m3/ 日（平成 29 年度）から 5 万
2885m3/ 日（令和 20 年度）と、約 15% 減少す
ることが試算されている。このことから、更
新を行う際には施設規模の適正化や施設統廃
合やダウンサイジングを行う方針とし、具体
的な実施に当たっては、水道施設・管路の
25 カ年計画「上水道施設整備・更新基本計画」

（計画期間 = 平成 22 年度〜令和 16 年度）に
基づき更新や耐震化を効率的に進めている。
このうち管路については、導送配水管路が約
776km（令和 4 年度末）布設されている中で、
以前は、重要幹線管路（配水場から各配水区
域に配水している主要な管路）を中心に整備
してきたが、現在は優先的に耐震化が必要な
管路について基幹管路等（約 216km）、それ
以外はその他管路（約 560km）と位置づけし、
基幹管路等（基幹管路 + 病院等の重要給水施
設に供給する配水支管 + 重要道路埋設管路）
耐震化率 38%（令和 10 年度時点）の達成を目
標に耐震化を推進しており、令和 4 年度時点
で 31.3%（67,533m/215,956m）の進捗となっ
ている。
　令和 3 年度からは、大阪広域水道企業団か
ら受水する流木配水場から、市役所をはじめ
とする旧市街地のある流木低区への配水を行
う配水本管 3 系統のうち 1 系統（呼び径 450

写真 1　岸和田秋の風物詩「だんじり祭り」

写真２　大阪湾の幸「岸和田黒鯛」
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〜 500、ダクタイル鉄管、昭和 44 年布設）に
ついて更新工事を実施した。本稿では、交通
量の多い国道 26 号線の横断箇所を含むため
開削工事が不可能であった工事について報告
する。

3. 難工事区間における基幹管路更新工事
３．１　工法の選定
　当該区間には他の地下埋設物が多く埋設さ
れている条件に加えて、更新にあわせて配水
本管を全区間で呼び径 400 にダウンサイジ
ングするとの条件を満たす必要があった。条
件をクリアできる工法の中から、施工性や経
済性などを総合的に検討した結果、一次覆工
として仕上がり内径φ 1000 の小断面シール
ドトンネルを築造した後、二次覆工は呼び
径 400 の PN 形ダクタイル鉄管【 JWWA G 
113・G114 − 2022】を持込配管する工法を選
定した。本市では以前、別区域における配水

本管の更新工事（呼び径 700、全長 1400 メー
トル）において同様の工法を採用した実績が
あったことから、その経験も含め本工法を評
価した。以下に採用するに至った本工法の主
な特長を示す。

（１）小断面シールド工法（一次覆工）の特長
① 長距離急曲線への対応が可能
　1 スパン 1000 ｍ以上の長距離施工が可能
であり、主要道路で交通量が多いなどの理由
により開削工事が困難な場合などに有効であ
る。また、急曲線（R ＝ 10 ｍまで）の施工も
可能なため、公道脇の公園や空き地に設置し
た立坑から急曲線で公道下のルートを通すこ
とができる。
② 優れた経済性
　従来のシールド最小呼び径 1650 と比べ、
シールド呼び径が 1000 と小さいため、掘削
断面が縮小されコストダウンを図れる。

図２　「上水道施設整備・更新基本計画」の位置づけ及び改訂時期
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③ 環境保全その他
　非開削長距離施工が可能なため、交通障害
や騒音、振動など周辺住民の生活環境への影
響を最小限に抑えることができる。

（２）PN形ダクタイル鉄管持込工法（二次覆工）
の特長
① 信頼のある継手性能
　水道用管材として多くの実績があり、高い
水密性を有する。さらに、開削工事で使用する
GX 形や NS 形と同様に、「管路の耐震化に関
する検討報告書（平成 25 年度管路の耐震化
に関する検討会、平成 26 年 6 月）」において、
基幹管路がレベル２地震動に対して備えるべ
き耐震性能を有する管種・継手として区分さ
れていることから、管路全体で優れた耐震性
能が期待できる。
② 優れた施工性
　継手の接合には特殊な技能を必要としな

い。受口にゴム輪とロックリングをセット
し、拡大したロックリング分割部にスペーサ
をセットした状態で挿し口を所定の位置まで
挿入したのち、ロックリングのスペーサを除
去すればロックリングが挿し口溝に落ち込み
接合が完了する。溶接作業や塗装作業が不要
なため、シールドトンネル内での配管であっ
ても大掛かりな換気設備や動力が不要である
ため作業の安全性が高い。シールドの曲率や
施工精度に誤差等が生じた場合でも、継手を
許容曲げ角度以内で屈曲させて配管できるた
め現場調整が可能である。
③ 優れた経済性
　PN 形は伸縮性および可とう性を持つ継手
構造のため、線形の変化に対しても柔軟に対
応することが可能となり、緩やかな線形の変
化であれば曲管を使用せずに、直管のみを連
続して配管することが可能となり、経済的で
ある。

図 3　PN 形継手構造図（呼び径 300 ～ 600 の場合）

ロックリング 挿し口溝 ゴム輪

受口

３．２　基幹管路更新工事の諸元
工 事 名：流木低区配水本管布設替工事
工　　期：令和 3 年 8 月 25 日〜令和 6 年 3 月 29 日
工事場所：大阪府岸和田市上松町地内外
工事諸元：一次覆工：小断面シールド（掘削延長 L ＝ 1027.2 ｍ）
　　　　　　　　　　RC 製セグメント（外径φ1140、内径φ1000）
　　　　　二次覆工：PN 形ダクタイル鉄管　呼び径 400 × 6.0m（2 種、内面エポキシ樹脂粉体塗装）
　　　　　中込め充填：気泡モルタル（圧縮強度：1.0N/mm2）
　　　　　　　　　　標準スパン長＝ 6m/ 本× 16 本＝ 96m
　　　　　　　　　　1スパン当たり注入量（設計数量）＝ 59.8m3
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図４　流木低区配水本管布設替工事位置図

表 1　シールド線形（流木低区配水本管布設替工事）

管中心高（地盤高）
（m）

追加距離
（m）

単距離
（m）

平面線形

発進立坑（12.000m × 3.600m） 11.265（21.46）

1034.000

31.888 直線

小断面シールド 縦断勾配：− 9.00‰

97.274 R700 , IA=7°57′43″

534.509 直線

75.913 R700 , IA=6°12′49″

259.606 直線

7.218 R700 , IA=0°35′27″

27.592 直線
到達立坑（φ3,000） 1.959（11.24）
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３．３　施工方法（二次覆工）
　PN 形ダクタイル鉄管持込工法は、呼び径
700 以上（呼び径 700 〜 1500）であれば管内
面からの継手接合作業が可能であるため、さ
や管に対して 3 口径程度小さい新管を配管可
能である。一方で、呼び径 600 以下（呼び径
400 〜 600）の場合、接合時に管外面からゴ
ム輪の位置確認などの作業が必要となること
から、本来であればさや管とのすき間を十分
に確保することが必要である。今回の工事で
は接合継手の管 1 本分手前の位置から遠隔操
作が可能な専用のテストバンドを用いた継手
の水密性試験を行うことで、接合後のゴム輪
の位置確認の代替とした。このことにより、
呼び径 400PN 形ダクタイル鉄管のさや管内
径は 1000mm とすることとした。PN 形ダ
クタイル鉄管の管割は、一次覆工の線形に急
曲線を含まないことから曲管や切管を使用す
る必要はなく、全区間にわたり６ｍ定尺管の
みで配管した。一次覆工のカーブ区間（曲率
半径 700 ｍ）における配管で PN 形 1 継手当
たりの曲げ角度θは約 0.49°となり、呼び径
400PN 形継手の許容屈曲角である 4.0°の 1/8
程度に抑えられている。
　二次覆工の施工手順概要を以下に示す。

① PN 形ダクタイル鉄管（Pi+1）を心出し機能
付きの管運搬台車に搭載し、シールドトン
ネル内の配管位置までバッテリー機関車に
て心出し操作台車とともに運搬する。

② PN 形ダクタイル鉄管（Pi+1）の挿し口を管
運搬台車の心出し機能を使って心出ししな
がら、先行配管済の PN 形ダクタイル鉄管

（Pi）の受口に預ける。
③管持ち上げ治具と油圧ジャッキを使用し、

PN 形ダクタイル鉄管（Pi+1）を持ち上げ、
管運搬台車を引き抜く。

④ PN 形ダクタイル鉄管（Pi+1）の受口を油圧
ジャッキで押し込み、所定の位置まで挿し
口を挿入する。このときまだ先行配管済の
PN 形ダクタイル鉄管（Pi）の受口内にセット
されたロックリングは拡大されたままの状
態を保っておく。

⑤先行配管済の PN 形ダクタイル鉄管（Pi）の
管内に配置しておいた水圧テストバンドを
継手接合部まで移動させて固定し、充水・
加圧してPN形継手部の水密性を確認する。
テストバンドによる水密試験は初圧を 0.5 
MPa とし、5 分後の水圧が 0.4MPa 以上保
持できていれば合格とする。

⑥継手の水密性が確認できれば、先行配管済
の PN 形ダクタイル鉄管（Pi）の受口にセッ
トされているロックリングストッパを引き抜
いたのち、PN形ダクタイル鉄管（Pi+1）の挿
し口を最終的な接合位置まで再挿入する。

⑦ PN 形ダクタイル鉄管（Pi+1）の受口外面部
を浮力防止材で固定する。

⑧接合・固定を終えた PN 形ダクタイル鉄
管（Pi+1）の受口にゴム輪とロックリングを
セットし、拡大したロックリング分割部に
スペーサをセットする。

⑨テストバンドを PN 形ダクタイル鉄管
（Pi+1）の受口手前まで移動させるとともに、
管運搬台車等は次の配管用 PN 形ダクタイ
ル鉄管（Pi+2）の搬入作業のため発進立坑へ
戻す。

　上記手順①から⑨を 16 回繰り返し、二次
覆工のスパン長が 96m（6m × 16 本）に達す
る毎にさや管とPN形ダクタイル鉄管の隙間に
間仕切壁を設置し、気泡モルタルを充填する。
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図５　施工断面図（管支承材：1 箇所／管 1 本当たり）

図６　充填材注入方法詳細図
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写真３　シールド機立坑内設置完了状況

写真５　発進立坑 PN 形管投入状況

写真７　間仕切壁設置完了状況

写真４ １次覆工セグメント組立完了

写真６　シールド内への PN 形管搬入状況

写真８　気泡モルタル充填完了
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３．４　施工結果
　今回の配水本管布設替工事は非開削工事を
主体とするため、地上部での工事は立坑周辺
に限られ、交通規制や工事騒音等の影響を最
小限に抑えることができた。沿道には事業所
や店舗が多く立地することから、工事の影響
を最小限にできたことは大きな成果であっ
た。一次覆工では 9 月末から 12 月末までは
土質が硬質粘土で作泥材の配合等に苦労し掘
進進捗もあがらなかったが、令和 5 年 1 月か
らは砂・礫の成分が増え掘削の進捗は改善さ

れた。全体として、急曲線・急勾配・中間立
坑のない路線であり施工条件としては比較的
良好な工事であったこともあり、予定期間内
で施工を完了することができた。二次覆工に
ついては、シールド内配管に用いた PN 形ダ
クタイル鉄管が施工性に優れていたため計画
通り順調に完了した。配水本管の接手水密性
に関しては、専用の水圧テストバンドを用い
た水密試験を接合直後の継手ごとに実施する
ことで安心できる施工品質を確保できた。

表 2　施工（一次覆工～二次覆工）工程表
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4. おわりに
　更新時期を迎える管路は今後も増加してい
くが、本市は地形的に起伏に富んでいるほか、
国道や鉄道を横断して埋設されている管路や
他インフラと輻輳する難施工箇所など、開削
等の従来工法での施工が困難な路線における
老朽管の更新を課題としてきた。今回、小断
面シールド内への PN 形ダクタイル鉄管持込
配管工法の採用により、最大の難所であった
国道横断をクリアできただけでなく、管路の
縮径も果たすことができた。また、従来の開
削工法や推進工法と比べ施工現場件数を減ら
せることで管理職員の負担が大きく軽減され
るとともに、周辺住民に対する影響が最小限
に抑えられることにより更新計画に係る職員
の負担をできる限り軽減できることから、今
後も同様の工法をはじめとする非開削工法を
有効に活用して基幹管路等の更新を図ってい
きたいと考えている。一方で、資材価格の高
騰や人件費の上昇による最近の工事費の上昇
が、今後計画されている更新工事へ与える影
響も懸念される。そのような環境の中で更新
事業を進めていくために、事業者であるわれ
われ自身の努力として、コストダウンできる
箇所についてはするという姿勢で臨んでいき
たい。最後に、本報告が多少なりとも読者各
位にとってご参考となれば幸いである。
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小諸市建設水道部

下関市上下水道局

熊本市上下水道局

堺市上下水道局

福島市水道局

千葉県企業局

四日市市上下水道局

115号でご協力いただいた事業体

札幌市水道局
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札幌市水道局

　札幌市水道局では、水道局が行っている取組について、これまで利用者の皆様に満遍なく情報が行き届くよう
様々な広報活動を行ってきました。一方で、これまでの伝え方ではなかなか興味を持っていただけていない利用
者もいるため、そのような方々になんとかアプローチすることができないかと考え、札幌の水道について様々な角
度から触れられるオリジナルカード「ＷＡＰＩＣＡ（ウォピカ）」を製作しました。
　カードは全10 種類、水道局職員でも目に触れることが少ないものを題材とした「レアカード」や、ホログラム加
工を施してキラキラした「スーパーレアカード」もあり、水道事業に関連した施設等を紹介しています。
　カードの題材となりそうな場所やモノについては、水道局内の各課に提案してもらい、さらに、どの題材を採用する
かについては、局内の若手職員にも協力してもらいながら選定しました。またＱＲコードを掲載することで、カードを
受け取った人がホームページを簡単に閲覧できるようにし、幅広い水道知識に触れていただくことを意識しました。
　昨年度はイベントで配布しましたが、今年度は札幌市水道局の広報施設である「札幌市水道記念館」にて月替わ
りでカードを配布しています。また、水道記念館で行っているろ過実験に参加していただいた方に「これから、濾
過実験」のカードを、水道局本局庁舎にお越しいただいた方にスーパーレアカード「Lucky！」を配布しており、こ
れまでの配布実績は約１万枚と多くの方に手に取っていただきました。全種類集めようとしている方も多く、子ど
もから大人まで幅広い層から注目を集めています。
　カードを通じて様々な層に情報が届き、水道に興味を持っていただくきっかけになってほしいと考えております。

札幌市水道局オリジナルカード「WAPICA」

●ノーマルカード５種類

●レアカード３種類 ●スーパーレアカード２種類

No.1

No.6 No.9No.7 No.10

No.3 No.5No.2

No.8

No.4
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福島市水道局

　福島市の “ おいしい水道水 ” をボトリングしたペットボトル「ふくし
まの水」が、モンドセレクションにおいて 10 年連続で金賞以上を受
賞し、それにより福島市水道局が出品企業として「クリスタル・プレ
ステージ・トロフィー」を受賞しました。
　福島市は、西を奥羽山脈、東を阿武隈山地に囲まれた福島盆地
に位置し、温泉とくだものが豊富な人口約 27 万人の県都です。
　本市上水道は大正 14 年に創設され、以来市勢の伸展とともに増
大する水需要に対応するため 8 次に渡る拡張事業が行われました。
当時の阿武隈川に代わり、現在は清流「摺上川」を水源とする摺上
川ダムによる良質で安全な水を安定して供給しています。
　その良質で格段に美味しくなった水道水を広くアピールし、蛇口回
帰を図るため、平成 18 年度から「ふくしまの水」の製造を開始しま
した。これまで、のべ約 100 万本を製造し、市内外を問わず、た
くさんの方々から「おいしい」と反響があるなど、福島の水道水のお
いしさを広く浸透させている重要な広報ツールとなっています。
　令和７年度は水道通水１００周年を迎える節目の年になります。先
人たちの熱意と努力によって築かれてきた世界が認めるおいしい “ 水
道水 ” を、長期人口減少社会という新たな社会構造に適応し、将来
にわたって市民のみなさまが安心してご使用いただけるよう努めるこ
とが、私たちの使命であると考えています。

10 年連続金賞受賞 “ふくしまの水 ”

クリスタル・プレステージ・トロフィー

摺上川ダム上流 “ 行人滝 ”
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小諸市建設水道部

　小諸市の水道事業は、大正 13 年（1924 年）
5 月に給水を開始して以来、100 周年という
節目の年を迎え、本年５月に１００周年記念式典
を開催しました。
　式典では対談と記念講演を実施しました。対
談では令和 5 年 6 月にオープンした小諸蒸留
所より、世界的マスターブレンダーとして高名な
イアン・チャン副社長と島岡良衣専務取締役を
お迎えし、小諸市長と「小諸の水のすばらしさ」
をテーマに小諸の水が引き寄せた運命的な出会
いについて語っていただきました。

　記念講演では、駒澤大学文学部教授である鈴木秀和様に『水の恵
み～浅間山麓の水の豊かさ～』と題し、特徴的な小諸の「水の恵みや
豊かさ」について講演をしていただきました。会場では、貴協会から
のパネルやダクタイル鋳鉄管を展示し、普段地中にあり見ることがで
きない実物を参加者に見ていただく良い機会になりました。様子は
小諸市公式 YouTube チャンネルでご覧いただけます。
　また、100 周年記念誌の作成にあたり、現存する資料を閲覧して
いたところ、大正 11 年の鋳鉄管及び制水弁購入に係る書類を発見
しました。改めて１００年もの間、鋳鉄管及び制水弁にお世話になっ
ていることに驚きと感謝を申し上げます。

100周年記念式典 in 小諸

展示フロア

運命的な対談

パネル展示

100th anniversary（ロゴマーク） 発祥の地「野馬取水源」
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千葉県企業局

　千葉県営水道は、 昭和 11 年から
給水を開始し、給水区域内 11 市の約
300 万人に水道水を供給しています。
現在、４つの取水場、４つの浄水場と
１５の給水場・分場等の施設を保有し、
このうち、ちば野菊の里浄水場は、施
設能力日量 24 万 6 千㎥、 県北西部
の松戸市、市川市および船橋市の一
部、約 60 万人のお客さまに給水する
基幹浄水場となっております。
　本浄水場は、 県営水道創設期から
稼働していた旧古ケ崎浄水場（昭和
15 年完成）と旧栗山浄水場（昭和 33
年完成）を統合・更新する目的で平成
6 年度から整備事業を進め、平成19
年に第１期施設が完成し、施設能力日
量 6 万㎥（旧古ケ崎浄水場分）の給水
を開始しました。平成 28 年度からは、
老朽化が進む旧栗山浄水場の浄水機能

（施設能力日量 18 万 6 千㎥）を移転
するため、第 2 期施設の工事を行い、
令和 6 年 3 月 1 日に給水を開始しま
した。
　本浄水場では、オゾン処理と生物活
性炭処理を組み合わせた高度浄水処理
の導入、施設の耐震化や危機管理対
策としての開口部の覆蓋化、浄水処理
の安定化を図るための施設・設備の 2
系列化、2 回線受電方式の導入を行っ
ており、給水開始により、より安全で
おいしい水を安定してお届けすること
が可能となりました。
　今後も「いつでも、安全でおいしい
水を安定して供給し、お客様が安心し、
信頼を寄せる水道」を目指し、着実な
事業運営に努め、24 時間 365 日「安
全でおいしい水道水」を届けてまいり
ます。

ちば野菊の里浄水場第２期施設の給水開始
～安全でおいしい水の安定供給へ～

ちば野菊の里浄水場　令和６年６月

給水区域図　
給水区域図

通水記念式典　
令和６年３月
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四日市市上下水道局

　四日市市上下水道局では、①市民に対して四日市市の水道水が安
全かつ良質であることをＰＲする②水道水の利用水量を増やす③生
活排水について理解を深めてもらうことを企画の目的として「上下水
道フェスタ in 四日市」を開催しました。
　イベントの内容は、講演会と４つの体験ブース「自由研究に役立つ
水質検査体験」、「環境にやさしいエコ洗剤、バスボム作り」、「ＶＲ
ゴーグルを使って上下水道施設を冒険しよう」、「給水車に触れてみ
よう」を行いました。
　講演会は「お風呂につかって免疫力アップ！～病気に負けない身体
づくり～」と題し、四日市薬剤師会の先生に講師を依頼し、入浴の効果
や水道水の安全性について講演していただきました。講演会参加者に
は講師の薬剤師さんが選んだ入浴剤のプレゼントもあり好評でした。
　体験ブース「自由研究に役立つ水質検査体験」では、局の水質検
査室と四日市薬剤師会でスポーツドリンクの塩素濃度や濁度、色度
の測定を行い、小中学生向けの検査体験を行いました。
　「環境にやさしいエコ洗剤、バスボム作り」では、局の生活排水課
の職員がオリジナルのエコ洗剤やバスボムを小中学生と一緒に作る
ことで、家のお風呂の水の排水について考えていただくきっかけとし
ました。
　「ＶＲゴーグルを使って上下水道施設を冒険しよう」では、ＶＲゴー
グルを使って、普段見ることができない上下水道施設の中を公開し
解説動画付きで体験してもらいました。
　「給水車に触れてみよう」では、自分で給水車から水をコップに入
れて飲んでもらったり、給水袋に入れて重さなどを実感してもらった
ところ大変好評で、本市の水はたいへんおいしいと評判でした。
　夏休み中の山の日で、天気に恵まれて大変暑い日の開催でしたが、

参加された皆さんが
楽しまれていること
が実感できるイベン
トとなりました。 本
市では今後も四日市
市の水道水が安全か
つ良質であることを
ＰＲし、 少しでも利
用水量の増加に繋が
るような事業を続け
ていきたいと考えて
います。

「上下水道フェスタ」の開催

給水車の展示体験

講演会

水質検査体験

バスボム作り
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　堺市上下水道局では、上下水道の仕組みや役割を正しく理解して
いただくために、市内の小学 4 年生を対象に出前教室を実施してい
ます。
　コロナ禍以前は対面型で実施していましたが、令和 3 年度から非
接触でも実施が可能なオンラインプログラムに変更して再開しまし
た。授業構成は、学校の備品類で水質検査を疑似体験できる実験や
講義、現場で働く局職員へ直接質問出来る「双方向コミュニケーショ
ン」の時間も設けています。コロナによる外出制限がなくなった今で
も、公共交通機関の利便性が低い学校や、児童数が多い学校から「オ
ンライン形式は負担軽減になる」と要望があり、現在も継続し多くの
学校から応募いただいています。
　また、学校側から「校内にある上下水道の避難所設備（災害時給水
栓等）の使い方を教えて欲しい」といった要望を受け、令和 5 年度か
らは災害時給水栓を体験する対面型のプログラムを加え、避難所設
備の認知度向上を図っています。児童から「学校で水が取れるんだ」、

「家に帰ったら家族に教えよう」などの声をいただき、このプログラ
ムも好評です。
　出前教室は、学校を通じて市民へ、上下水道の仕組みや役割、
避難所設備を伝えられる貴重な機会となっており、今後も工夫を重
ねて、堺市の上下水道の取組を伝えてまいります。

堺市上下水道局

オンラインと対面のハイブリット運用
上下水道出前教室

オンライン授業

職員への質問

対面授業
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下関市上下水道局

　下関市上下水道局では、２００６年（平成１８年）１２月、長府浄水
場内に「下関市水道技術研修センター」を設立し、平成１９年度から
水道技術の継承及び新たな知識獲得を目指して全職員を対象に研修
を実施しています。 研修の内容は、水道の基本的な知識を座学で
学び、水道メーターの交換、漏水調査、管路調査、バルブ操作、
漏水修理の方法を習得するとともに、水道管事故や災害時の対応手
段として給水タンク車（３t）の操作方法などを現場で学びます。 
　漏水修理の研修では、具体的な漏水状況を再現し、水を止めずに
修理が可能な置きコマ断水器の取り付けや木栓打ちの技術を身につ
けます。水圧の危険性を直接体験することにより、現場での即戦力
となる有能な職員を育成しています。 
　また、技術職の職員に焦点を当てた配管接合の研修も実施してい
ます。 その内容は、一般継手や耐震継手の基礎知識を座学で学び、
その後、実際に K 形ダクタイル鉄管の接合作業を行います。この研
修では、受講した職員が次回の講師を担当するという循環式の制度
を利用しています。 
　さらに、GX 形・NS 形ダクタイル鉄管の接合手段や設計方法等に
関する研修については、日本ダクタイル鉄管協会や管材料製作会社
に講習を依頼し、職員の水道技術の向上に尽力しています。 また、
今後は災害等を想定したテーブルトップ訓練なども研修に組み入れる
事を計画しています。
　我々の使命は、安全で信頼できる水道の供給を将来にわたり確保
することであり、それを実現するためには、ライフラインとしての水
道を維持するという重責が求められています。人員削減や熟練職員
の退職、他の部局からの転入者の増加等による技術力の低下が懸念
される中、技術力の継承・向上を図り、計画的な職員育成を続ける
必要があると考え人材育成に取り組んでいます。

人材育成の継続について

接合研修

研修センター

木栓による不断水工法

給水タンク車操作研修
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熊本市上下水道局

　熊本市の水道は、大正 13（1924）年に給水を開始して以来、今
年の 11 月 27 日で 100 周年を迎えます。
　本市の水道水は、「蛇口をひねればミネラルウォーター」と表現さ
れるように豊富で清冽な地下水で賄われており、本市の大きな魅力
の一つとして欠かせないものとなっています。
　そこで、地下水を育む自然と人々の取組、水道事業を支えてきた
人々への『感謝』、おいしい水と 100 年にわたる水道事業への『誇り』
と『信頼』、熊本市の水道を未来へと繋いでゆく『誓い』のコンセプト
を、「市民をはじめ、水道事業関係者や熊本地域の地下水という資
源・財産を共有する人々」へ明確に伝えるため、11 月 10 日に熊本
城ホールでの記念式典や、隣接する花畑広場でイベントの開催など、
さまざまな企画を予定しています。
　また、これに先立ち、今年１月には、本市に本拠地を置くプロスポー
ツ 4 チーム「ロアッソ熊本」、「熊本ヴォルターズ」、「フォレストリー
ヴズ熊本」、「火の国サラマンダーズ」と連携協定を締結し、試合会
場などでの広報の相互協力やコラボデザインマンホールの製作等を
実施しています。
　その他、市民参加型として 100 周年記念ロゴマークや本市上下
水道局の新シンボルマーク・新キャラクターの投票企画などにも取り
組んでおり、100 周年を契機として、熊本のおいしい水と水道事業
を未来へと繋いでまいります。

「熊本市水道 100 周年」

水道創設時　立町通仕切弁設置工事

熊本市水道 100 周年記念事業に関する連携協定締結式

ロアッソ熊本ホームゲーム
「熊本市水道 100 周年記念事業 PR 出展」 熊本市上下水道局新シンボルマーク・新キャラクター投票企画
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　事業体だよりでは、今後も皆様の事業活動の参考になるべく、ユニークな取り組み、
新しい取り組みなどを紹介していきたいと思います。１ページを自由に使って、自慢の
取り組み事例をご紹介してみませんか、各支部へ原稿をお寄せください。
　お待ちしております。

事業体名
タイトル：1 行（20 字）※最大 2 行まで
紹介文 500 文字程度
写真スペース：掲載点数によってレイアウトで調整します。

掲載
事項

募集中 ！
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１．趣味はゴルフ
　ゴルフが趣味の人は非常に多いと思いますが、

私もゴルフが趣味で大好きです。ゴルフとの付き

合いは、35年以上になります。福岡市役所に入庁

して最初の職場の先輩からのお誘いがスタートで

した。動かないボールを打つのは難しいはずがない

と思っていましたが、やってみると空振りするは、

当たってもボールはどこにいくかわからず、OB5

連発ということもありました。しかし、ときどき

うまく当たると、遠くへ飛んでいく気持ちよさなど

に虜になっていきました。ゴルフ場の青空の下で、

ゴルフボールを一心に飛ばしているときは何物にも

代えがたい本当に楽しい時間です。

　ただ、付き合いは長いのですが、腕前は少し上達

したかと思っては、元に戻ったりを繰り返しの状態

で今に至っております。（時々、プライベートコンペ

福岡市水道局　
水道事業管理者

下 川  祥 二　

で好成績を上げることもあり、トロフィーもいただ

きました。ゴルフ以外でトロフィーなんかもらった

ことはありません。）

GOLF
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私の好きな時間

2．見るもまた楽し
　また、ゴルフを見るのも楽しい時間です。

　テレビやインターネットでの海外の試合や日本の

女子ゴルフの観戦が中心ですが、地元で開催される

プロゴルフの試合にもときどき観戦に行っています。

生で見る迫力は素晴らしく、また、選手との距離が

近いのも野球やサッカーと違うゴルフ観戦の良さで

もあります。

　最近では、パリオリンピックのゴルフ競技は非常

に見ごたえがあり、男女とも最終日はスタートから

最終ホールまで、ずっと見入ってしまいました。

結果はご存じのように、男子は松山選手が 3位銅

メダル、女子は山下選手が惜しくも４位でした。

山下選手は終盤まで２位タイでメダルも狙えただけ

に、池ポチャが本当に惜しかったです。

3．ゴルフの効用
　ゴルフの効用は、まずストレス解消です。一日緑

あふれるゴルフ場で過ごせば、仕事のストレスも

吹き飛びます。（仕事に戻れば、すぐ復活しますが）

仕事が忙しく、ストレスがたまりまくった時は、仕事

が終わってから練習場で憂さを晴らしたこともあり

ました。

　また、多くの方と知り合い仲良くなれるのも、

大きな効用です。先輩、同僚、後輩そして市役所の

内外を問わず、いろんな方と知り合いになることが

できました。ゴルフ場で長時間一緒にいることで

仲良くなれますし、ゴルフという共通の話題で盛り

上がることもできました。仕事で助けていただいた

ことも度々ありました。

4．宝物
　定年退職の記念に、部下や元部下の皆さんに 1

泊２日でゴルフコンペを企画していただきました。

とても楽しい時間を過ごすことができました。また、

その際に高級パターである「スコッティキャメロン」

を記念としていただきました。また、様々な方から、

私の似顔絵がプリントされたボールや距離計、ポロ

シャツなどゴルフ関連のものを退職の記念にいただ

きました。とてもありがたく、大事な宝物です。

5．発展途上
　ゴルフは年を取っても若い人と競い合えるスポーツ

で、私も少しでも上達したいと考えています。還暦

過ぎてから飛距離も落ちてきたので、少し体を鍛え

て、道具も変えたところ、以前より飛ぶようになっ

てきました。これからも、まだまだ発展途上の気持

ちで、頑張っていきたいと思っています。最後に、

朝早くても文句も言わず送り出してくれる妻に感謝

の意を表し、この稿を締めさせていただきます。
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　本年４月から関東支部の顧問に就任しました高橋　伸保【たかはし　のぶやす】と申します。
1986 年から埼玉県庁にお世話になり、主に水道用水供給事業と工業用水道事業に携わってきました。
　略歴としましては、大久保浄水場に土木職の技師として着任後、新三郷、吉見と三つの浄水場にて維
持管理業務を計８年、また浄水場施設の大規模更新や管路新設・耐震化などを担当する水道整備事務所
に所長時代も含めて計６年、その他浄水場や整備事務所を統括する水道管理課や企画課に計１３年、そし
て最後に定年までの３年間は水道部長を務めさせて頂きました。
　38 年間の県庁生活のほぼ八割を水道事業に関わらせていただき、その間ユーザーである市町村水道
や企業の方 、々そして特に協会を支える会員会社の皆様には時にはご指導やご助言を頂きながら何とか
勤め上げることが出来ました。お礼の言いようもありません。
　ここまでを読むと如何にも水道一筋のように感じますが実は私、その前は鉄道員でした。1982年高
校卒業後すぐに集団就職で上京（嘘ですよ）、その当時は上越・東北新幹線の上野―大宮間の開通に向け
て昼夜無しに働き詰めで、まさか将来、自分が水道マンに変身することになるなど知る由もありませんで
した。
　そんな私が水道界に育てて頂き今このニュースをお読みになっている皆様と何らかの形でご縁ができた
奇跡を大切にしていきたいと思っています。
　担当エリアは埼玉県、栃木県、そして静岡県ですので、担当エリアで県民・市町民の生活を直接支えて
いらっしゃる皆様には協会誌の配布や技術説明会・管接合実地研修などの機会にご挨拶させていただけ
ればと思います。
　少し仕事上から離れますが、今前職の仲間とバンド活動をしていまして休日や余暇を使って練習をした
り、時々ライブハウスなどで他のアマチュアバンドに交じり演奏を楽しんだりしています。
　今後は歌って踊れる鉄管普及推進員になれるよう精進してまいりますので今後ともどうぞよろしくお願
い致します。

新顧問就任のご挨拶　【関東支部】

関東支部　顧問　高橋　伸保

関東支部 顧問就任のご挨拶
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　令和 6 年 4 月から関西支部顧問を務めさせていただいている井上高光です。どうぞよろしくお願いい
たします。
　私は、昭和 62 年に京都市に採用されてから、水道事業及び下水道事業に 37 年間携わり様々な経験
を積んでまいりましたので、いくつかご紹介させていただきます。
　先ずは、3 か年に亘った国際貢献です。円借款の陝西省水環境整備事業（西安市）において、友好都市
である京都市が 4 期で約 80 名の訪日研修を実施しました。この研修に関する講義や視察等の計画策
定等を担当しましたが、3 期目の研修前に西安市に出向いて、維持管理の課題等について助言を行った
こと、また、懇親会で再会を果たしカンペイ（乾杯）を命懸けで対応したことが記憶に残っています。
次に、浄水場勤務時のことです。節水型社会の定着による水需要の減少に伴い、4 浄水場から 3 浄水場
に給水区域を再編しました。夜間作業は容易ではありませんでしたが、職員一丸となって対応した達成感
は何にも代え難いものでした。この再編により、勤務していた浄水場が、全給水量の約1/2 を担うこと
になり、改めて責任の重さを痛感しました。また、琵琶湖疏水から導水する新たなトンネル築造工事にお
いては、発進立坑が浄水場の最終処分場になったため、その廃止手続きを担当しました。その後、発進立
坑（直径13m 深さ 60m）を掘削し、現在、施工中のシールド工事（総延長 5.2㎞）が完成すれば、内挿
管（口径 2,600㎜）の布設工に入る予定となっています。
　その他、山間地域の15 簡易水道事業を将来にわたり安定的に運営できるよう、水道事業に事業統合
しました。また、水道技術管理者を務めた 5 年間は、常に水道水の安全・安定を第一に考え、毎朝、琵
琶湖の方角に手を合わせ、臭気をチェックするのが日課でした。さらに、退職前の 2 年間は、上下水道
一体で取り組む施設マネジメント推進プロジェクトチームにおいて、将来の適正な事業費規模を把握する
観点から、管路の更新を含めた事業量・事業費の平準化に向けた検討を取りまとめました。
　そして、今年度。国においては、水道行政を厚生労働省から国土交通省と環境省へ移管され、上下水道
一体で施策を推進する方針を出されています。特に、移管の目的として掲げられている「水道の機能強化」
を確実に進めていくことが重要とのことです。当協会においては、今年度の運営方針に、水道事業体が
抱える管路に関する課題解決を実現するため、協会活動の変革を図る年に位置付けておりますので、今後、
当協会から発信する「提言」に期待してもらいたいと思います。私も一顧問として、微力ながら尽力してま
いる所存ですので、どうぞよろしくお願いいたします。

新顧問就任のご挨拶　【関西支部】

関西支部　顧問　井上　高光

関西支部 顧問就任のご挨拶
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日本ダクタイル鉄管協会の新たな活動

　日本ダクタイル鉄管協会は、ダクタイル鉄管の普及活動だけでなく水道管路の課題解決に向けて活動
範囲を広げます!

これまでの活動

JDPAの強み

＋

これからの

JDPA

水インフラの整備、安全・持続・強靭な管路構築に貢献

管路に関する
幅広い課題への対応

維持管理と管路更新の循環が
管路強靭化に繋がることの発信

管路更新・耐震化を
促進する新技術の普及

水道管路工事や維持管理の
DX推進に必要な技術の発信

ウォーターPPP等の
官民連携の推進に
役立つ技術の普及

日本ダクタイル異形管工業会や
水道バルブ工業会等と
連携した課題対応

研修会・技術説明会開催 耐震管の規格化

ダクタイル鉄管の
設計・施工等に
関する調査・研究

●1947年設立以来、各種支援活動を通じて
　培った水道関係者とのネットワーク
●経験豊富な顧問団が有する専門的知見

●従来の活動に加えて、管路の維持管理や更新計画などの
　課題解決を支援することができるJDPA
●水道事業における変化を先取りして、ニーズに即応する
　ことができるJDPA

最新の知見
●デジタル技術の積極的導入
●水道関係者とのネットワークを通じて
　最新の知見や水道業界のニーズ獲得

W－PPP

維持 更新

ダクタイル鉄管の普及
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■健全な管路を維持するための技術の普及
■自然災害も加味した適切な維持管理・更新計画の推進
■関連団体との連携

水道の課題解決及び安全で強靭な管路の持続に貢献します！

新たな活動

研究会活動の強化
管路更新を促進する工事イノベーション研究会

名称を変更し、活動の幅を広げます！

●「小規模簡易DB方式」の提案・普及　　　●モデル事業の実施
●導入マニュアル・各種手引き等の整備

管路の強靭・持続に関する研究会

●効率的な管路の維持・更新に関する研究
　【工事の効率化】【効率的な更新計画策定支援】【有収率の確保・向上】【維持管理業務の効率化】等
●「小規模簡易DB方式」の継続研究　　　●事業体間の交流促進

●管路工事のDX
●設計積算業務の効率化
●技術の標準化、様式の統一
●新たな老朽度評価手法
●管路の維持管理技術の研究
●管路内の水質確保
●有収率向上　等

ICT・AI・IoTの活用

Water－PPP案件支援

技術者不足対策

水 道 の 課 題

水道管路の更新・耐震化が進まない

日本の安全・安心な水インフラが危うい

担い手
不足

老朽化

財政難

活動
内容
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管路更新を促進する工事イノベーション研究会  小規模簡易DBのご紹介

　日本ダクタイル鉄管協会では、水道事業体の技術職員不
足が顕在化する中、管路更新の促進を少しでも支援できる
ような工事の仕組みを議論・検討するため、本研究会を設置
しました。そこで有効と考えた「小規模簡易DB」を提案し、
様々な事業環境下でのモデル事業を通じて検証・評価を行
い、研究成果について継続的に情報提供を行いました。

■小規模簡易DB（設計の簡略化と概算数量設計※）
　小規模簡易DBでは、現場で変更が見込まれる配管詳細図を省略し、見込みの数量で発注します。
配管詳細図は、契約後に工事業者が試掘等の現地調査を行い、現場条件を反映して作図します。こ
れにより、設計の手戻りを削減できます。なお、工事業者が配管図を作成するので、工事費に図面作
成費等を計上します。

■モデル事業の実施状況
　令和元年からの累計で16事業体、112件のモデル事業が実施され、すべての工事が地元工事業者
で受注されました。口径は75～800ｍｍ、工事延長は最大で約2,500ｍでした。さらに、令和６年
度以降も各事業体でモデル事業の実施が予定されています。

※国土交通省が示したガイドラインには、小口径の水道管路工事に適応できる詳細設計付工事手法が提案されている
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■小規模簡易DB導入の効果
　モデル事業のヒアリング調査結果に基づいて、小規模簡易DB導入の効果を整理しました。

　小規模簡易DBは、事業体の事業環境や工事業務の進め方の違い等により、導入の手続きや期待さ
れる効果に差異が想定されるため、研究会報告書では「導入における留意点」、「モデル事業に関す
る事業体及び受注者の意見等」も併せて掲載しています。

■研究会（第２期）報告書
　研究会報告書では、委員事業体で進められたモデル事業の実施状況、事業体や工事業者の皆様へ
のヒアリングの結果、及び小規模簡易DB導入の効果の検証内容、また、小規模簡易DBの導入・実施を
円滑に進められるように、モデル事業に基づいて作成した｢導入マニュアル｣、｢発注者向け設計の手引
き｣、｢工事業者向け詳細設計図作成の手引き」、｢詳細設計の照査（確認）マニュアル｣等について取
りまとめました。　
　なお、研究会報告書は当協会HPに掲載し事業体の皆様に情報提供しています。

　「管路更新を促進するイノベーション研究会」は令和５年度で終了しましたが、新たに設置した「管
路の強靭・持続に関する研究会」において、小規模簡易DBに関する標準数量等のデータやマニュア
ル類のメンテナンスを行うほか、継続するモデル工事や類似の工事等についても検証し情報提供を
行います。

https://www.jdpa.gr.jp/study/index.html

事業体・工事業者 双方へのヒアリング 座長の 東京大学 滝沢教授 によるヒアリング

事業運営面 • 設計積算業務の負担軽減や期間短縮により、工事の早期発注や発注の平準化が図れる
•限られた技術職員での管路更新の執行の一助となる

地元工事業者の確保

• 現行の入札方式で資格要件を変えずに発注することで、地元工事業者の受注機会を
維持できる
•地元工事業者の受注機会の維持により、配管工事や災害対応を含む維持管理業務の
担い手を確保できる

配管工事の品質確保 • 詳細設計の実施を通じて工事業者の配管技術が向上

その他
• 設計積算が短期間で出来るため緊急工事にも利用できる
•現場条件に合った管割図での材料手配で材料の過不足の軽減
•既設管の情報が不足する場合でも少ない手間で発注可能
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環境への取り組みのご紹介

　2050年のカーボンニュートラル実現に向け、多くの企業や団体が対応を進め情報
発信を行っています。そのような中、当協会も脱炭素・環境負荷低減に向けた取り組み
と情報発信を強化しています。ここではその一部をご紹介致します。詳しい内容は当
協会ホームページに掲載しておりますので、是非そちらもご覧ください。

製造面における取り組み

使用面における取り組み

会員各社はダクタイル鉄管の製造時や配送時の
CO2削減、廃棄物低減等に取り組んでいきます

＜キュポラから電気炉への転換＞ ＜バイオ燃料の使用＞

長寿命で強靭な管路を構築することで、災害復
旧や老朽化による更新工事が減り、CO2発生を
抑制します

施工が簡単かつ確実なため、施工ミスに
よる漏水を防ぎ、水資源を大切にします

古い鋳鉄管は、新しい
ダクタイル鉄管や他の
鉄鋼材料に繰り返しリ
サイクルされること
で、循環型社会の構築
に貢献します

キュポラ 電気炉

CO2 排出量の削減1

リサイクルに3

貴重な水資源の保全 2

確実な施工

プッシュオン形式の継手は、管を挿入す
るだけで簡単に接合できます。

管の挿入

新設

更新

通水

長い間暮らしを支える
既設

配管生産品
堀上管

様々な金属製品
原料として利用

【製造過程における環境対策】
・電気炉の導入
・バイオ燃料の採用
・グリーンエネルギーの利用　等

製造

よる環境負荷低減

優れた耐久性・耐食性地震（自然災害）に強い

長期使用後

耐震継手は伸縮・屈曲し、管路が地
盤変動に追従し、地震などの災害に
強い管路を構築します。

管外面には防食対策、内面には粉体塗
装を施すことで、耐食性・耐久性を持
たせ、長期間使用できます。
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「下水道展 ’24 東京」に出展

　7月30日～8月2日までの4日間、東京ビッグサイトで「下水道展’24東京」が開催され、当協会も「下
水道・暮らしの未来を支えるダクタイル鉄管」をテーマとして出展しました。
　2コマという限られたスペースにおいて、角地にアイキャッチとしてモニターとデザインマンホール蓋
を展示しました。ブース内では来場者に対して、GX形管やNS形E種管のカットサンプル、内面粉体塗装
のサンプルなどをパネルとともに紹介しました。また耐震手動模型やＧＸ形伸縮手動模型、各管種のミ
ニチュアモデルも展示し、来場者に見て触って構造を理解していただきました。ブースでは、ダクタイル
鉄管に関する質問などが寄せられました。4日間の来場者は約680名となりました。
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技術資料一覧

総合編
資料名 型番 更新日

ダクタイル鉄管管路のてびき T26 2024年9月

ダクタイル鉄管管路　設計と施工 T23 2024年4月

ダクタイル鉄管管路　配管設計標準マニュアル（配管図面製作用） T27 2023年12月

ダクタイル鉄管　布設工事標準マニュアル T01 2024年4月

鋳鉄管類規格の変遷 T50 2019年7月

耐震継手設計編
資料名 型番 更新日

GX形ダクタイル鉄管管路の設計 T57 2021年2月

NS形 ･S形ダクタイル鉄管管路の設計 T35 2022年2月

NS形ダクタイル鉄管（E種管）管路の設計 T62 2021年2月

S50形ダクタイル鉄管管路の設計 T59 2020年4月

地震と管路について T05 2000年12月

耐震型ダクタイル鉄管による断層対策管路の設計 T64 2020年2月

ダクタイル管路の耐震設計について
水道施設耐震工法指針・解説（2009年版）にもとづく資料

－ 2009年

特殊工法編
資料名 型番 更新日

ダクタイル鉄管によるPIP工法　設計と施工 T36 2024年2月

ダクタイル鉄管による推進工法 T33 2015年6月

ダクタイル鉄管による耐震貯水槽 T38 2013年3月

ダクタイル鉄管による水管橋の設計と施工 T41 2023年8月

▲
データは
こちら

▲
データは
こちら

▲
データは
こちら
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農業用水編・下水道編
資料名 型番 更新日

農業用水用　ダクタイル鉄管管路　設計と施工 T32 2023年9月

ALW形ダクタイル鉄管 T60 2021年11月

下水道用　ダクタイル鉄管管路のてびき T46 2016年8月

下水道用　ダクタイル鉄管管路　設計と施工 T30 2024年4月

防食編・塗装編
資料名 型番 更新日

埋設管路の腐食原因とその防食について T11 2020年1月

塗装とライニング T12 2020年2月

内面エポキシ樹脂粉体塗装　ダクタイル鉄管について T47 2020年1月

継手性能試験編
資料名 型番 更新日

GX形ダクタイル鉄管　呼び径75～450 T56 2020年11月

NS形ダクタイル鉄管 T51 2005年2月

呼び径500～1000 NS形ダクタイル鉄管 T55 2005年5月

NS形ダクタイル鉄管（E種管）　呼び径75～150 T61 2017年4月

S50形ダクタイル鉄管 T58 2013年10月

▲
データは
こちら

▲
データは
こちら

▲
データは
こちら



ダクタイル鉄管  No.11582

2024年度ダクタイル鉄管協会セミナー開催予定

支部 開催日・開催場所 講　師 テーマ

北海道
9月5日（木）

札幌市

北海道大学教授 大学院工学研究院 
環境工学部門・環境工学分野

石井　一英 氏

カーボンニュートラルと
環境関連施設管理

名古屋市上下水道局 
技術本部計画部 計画部長

渡部　健一 氏
名古屋市上下水道局の地震対策

東北

11月12日（火）
盛岡市

（WEB 併用）

横浜市水道局 配水部長
小西　孝之 氏 仮）水道料金改定と管路更新

千葉大学 大学院工学研究院 教授
丸山　喜久 氏

近年の自然災害時における
ライフライン施設の機能支障

11月26日（火）
仙台市

豊中市上下水道局 技術部浄水課 課長
中川　裕義 氏

仮）豊中市における施設整備および
維持管理

東京都立大学 都市環境学部 
都市基盤環境学科 准教授

荒井　康裕 氏

水道管路システムの維持管理と
IoT や AI 技術の活用

関東

8月5日（月）
新潟市

中央大学 理工学部 人間総合理工学科 教授
山村　寛 氏

GXとDXで創る健全な水循環による
水道の基礎強化

盛岡市上下水道局 上下水道部 次長
山路　聡 氏

100 年先の次世代へ安心して
引き継ぐために

～新時代に不可欠な積極性を鍛える～

9月19日（木）
さいたま市

大阪広域水道企業団 南部水道事業所長
田村　武志 氏

大阪広域水道企業団における
広域化（統合）の取組みについて

東京都立大学 都市環境学部 特任教授・名誉教授 
水道システム研究センター長

小泉　明 氏

水道管路に特化した
産官学共同研究

11月13日（水）
千葉市

香川県広域水道企業団 計画課 課長補佐
遠藤　智義 氏

香川県広域水道企業団における
広域連携の取組みについて

東京都立大学 都市環境学部 
都市基盤環境学科 准教授

荒井　康裕 氏

水道管路システムの維持管理と
IoT や AI 技術の活用

12月6日（金）
横浜市

山梨県富士山科学研究所 所長
藤井　敏嗣 氏 富士山噴火に備える

兵庫県立大学大学院 
減災復興政策研究科 教授

阪本　真由美 氏

火山との共生をめざして
ー災害時の自助・共助・公助

1月23日（木）
静岡市

環境省 大臣官房 
サイバーセキュリティ―・情報化審議官

熊谷　和哉 氏
未　定

埼玉県企業局 未　定

終了しました

終了しました

終了しました

　日本ダクタイル鉄管協会では管路に限定することなく、水道事業に関する最新の情報や先進事業体
の実例に関するセミナーを学識者や事業体職員を講師に招いて、全国16会場（一部WEB配信）で実施
しています。
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支部 開催日・開催場所 講　師 テーマ

関東
1月～ 2 月頃 

東京都
（WEB 開催）

未　定 未　定

東京都市大学 建築都市デザイン学部 都市工学科 教授
長岡　裕 氏 未　定

中部 11月28日（木）
名古屋市

札幌市水道局 給水部長
住友　寛明 氏 未　定

岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 教授
能島　暢呂 氏 未　定

関西

8月30日（金）
大阪市

一橋大学 国際公共政策大学院 客員教授 土木學會 
インフラファイナンス研究 小委員長

安間　匡明 氏

官民連携（PPP）事業における
信頼の設計

岐阜大学 工学部 社会基盤工学科 教授
能島　暢呂 氏

能登半島地震における
ライフラインの被害・復旧の教訓と課題

10月30日（水）
和歌山市

金沢大学 名誉教授
宮島　昌克 氏

2024年能登半島地震における
水道被害とその教訓

日本水道協会 総務課 課長補佐
（総合調整係長）
二宗　史憲 氏

水道における災害対応
～能登半島地震における対応を踏まえて～

関西・
中国四国

共催

9月3日（火）
松山市

金沢大学 名誉教授
宮島　昌克 氏

2024年能登半島地震における
水道被害とその教訓

千葉県企業局 水道部 次長
密本　恒之 氏

千葉県企業局における災害対応
～東日本大震災での被災経験から
能登半島地震への応援活動まで～

中国
四国

11月19日（火）
広島市

名古屋大学減災連携研究センター 准教授
平山　修久 氏

能登半島地震から考える
これからの水道の災害対策

日本水道協会 総務課 課長補佐
（総合調整係長）
二宗　史憲 氏

水道における災害対応
～能登半島地震における対応を踏まえて～

九州

10月28日（月）
福岡市

一橋大学 国際公共政策大学院 客員教授 土木學會 
インフラファイナンス研究 小委員長

安間　匡明 氏

官民連携（PPP）事業における
信頼の設計

横浜市水道局 配水部長
小西　考之 氏 水道料金改定と管路更新

11月21日（木）
那覇市

筑波大学 システム情報系 教授
庄司　学 氏

巨大地震災害における
水道施設の被害の諸相とレジリエンス

～ 2024年能登半島地震災害から学ぶべきこと～

会津若松市上下水道局 主幹
遠藤　利哉 氏

水道インフラへの新技術の活用事例
～会津若松水道 DX の取組～

延期となりました

終了しました
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新潟会場 （8月5日開催）会場78名が参加

松山会場 （9月3日開催）会場81名が参加

札幌会場 （9月5日開催）会場68名が参加

中央大学 理工学部 
人間総合理工学科 教授

山村　寛 氏

金沢大学 名誉教授
宮島　昌克 氏

北海道大学教授 大学院工学研究院 
環境工学部門・環境工学分野

石井　一英 氏

盛岡市上下水道局 
上下水道部 次長

山路　聡 氏

千葉県企業局 水道部 次長
密本　恒之 氏

名古屋市上下水道局 
技術本部計画部 計画部長

渡部　健一 氏

会場風景

会場風景

会場風景
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規格ニュース
JDPA G 1049− 2〔GX形ダクタイル鋳鉄管（呼び径500～1000）〕

　従来から用いられている呼び径 500～1000 のNS 形管と同等の継手性能を有し、施工性
を大幅に向上させた新たな継手を開発、実用化したことから、GX 形シリーズとして規格化
した（令和 6 年 8 月 22 日付）。
　呼び径 500 ～ 1000 GX 形管の概要を以下に示す。直管及び異形管は、受口端面と押輪
とをメタルタッチ接合するメカニカルタイプの継手構造とし、内面塗装を粉体塗装、外面塗
装を合成樹脂塗装（黒色）としている。

項目
GX形管（呼び径 500 ～ 1000）

直管 異形管

管厚および
異形管の種類

S 種管
（現地切管での挿し口突部形成が可能）

DF 種
二受Ｔ字管、片落管、両受曲管（45°、22－°）、

曲管（90°、45°、22－°、11－°、5－°）､
フランジ付Ｔ字管、排水Ｔ字管、継ぎ輪、栓

塗装 内面エポキシ樹脂粉体塗装
外面合成樹脂塗装（黒色） （直管と同じ）

継手構造

NS形との
主な相違

継手性能

接合部品の
施工性向上

1
2

1
2

1
4

5
8

項目 仕様 備考

継手伸縮量（直管） 管長の± 1％

NS 形と同じ

離脱防止力 3D kN（D は呼び径 mm）

許容曲げ角度（直管）

呼び径   500：3.33°
呼び径   600：2.83°
呼び径   700：2.50°
呼び径   800：2.16°
呼び径   900：2.00°
呼び径 1000：1.83°

地震時に曲がり得る
最大屈曲角度（直管） 7 °

T頭ボルト・ナット
ロックリング

バックアップリングゴム輪

押輪

挿し口突部
（NS形と同形状）

T頭ボルト・ナット
ロックリング

バックアップリングゴム輪

押輪
挿し口突部
（NS形と同形状）

※電動工具だけでナットの締付け作業完了
※トルク管理、押輪～受口の間隔測定･管理が不要

押輪と受口がメタルタッチ

※ボルトのセット、ナット締付け作業を簡略化

ボルト本数は半分以下
さらに管下ボルトレス

受口
（ボルト穴数はNS形と同じ）

押輪
（ボルト穴数は受口の半分以下）

ボルトレスにより管下作業が不要

リブ

【ライナを受口内面に張り付ける構造に変更】
NS形

【結合ピースをなくした挿し口リングに変更】

受口
受口とライナ
の隙間調整

ねじ出しに
よる心出し
（4～8箇所）

ライナ

心出し
ねじ出し

受口 ライナ

心出し

GX形 NS形

GX形

③受口とライナ
　の接触確認

結合ピースとリングを一体化

①管横の隙間
　を拡大

②ナットを
　手締め
　＆固定

結合ピース

リング
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● 巻頭言は、国土交通省大臣官房審議
官（上下水道）の松原英憲氏に、水道行
政の移管から5 か月が経過した現状と、
上下水道一体行政の本格展開に向けて
のビジョンについて執筆いただきました。

●座談会では「阪神淡路大震災から30年
～当時の経験とそれを踏まえたこれまで
の対応と今後の方向性について～」と題
して名古屋大学の平山准教授を座長と
して神戸市水道局の田中副局長はじめ
4 名の方々に議論いただきました。田中
副局長からは、時代の変化を読みなが
ら、何事もあきらめずに取り組むという
想いを語っていただきました。また、平山
准教授からは神戸市にしかない被災地
としての経験を活かして組織のブランド
力の向上を目指してほしいという神戸市
へのエールとともに、全国の事業体には
約30年前の阪神淡路大震災を謙虚に学
んでいただき、日本の水道文化の構築に
取り組んでほしいと結ばれていました。

● 「この人に聞く」では、和歌山市の瀬崎
典男公営企業管理者にインタビューしま
した。44 年間の公務員生活を振り返っ
て熱く語っていただきました。瀬崎管理
者のモットーである「大きな課題と直面し
ても1 人でふさぎこまない、みんなで乗
り越えて、みんなでガッツポーズする」姿
勢にはただただ、感服するばかりでした。

● 技術レポートは 4 本、各事業体の基幹
管路を更新する工事のレポートとなって
います。多くの上下水道事業体で、老朽
管の更新は喫緊の課題となっています
ので、ぜひご一読ください。

● 事業体だよりでは、新型コロナウイルス
禍では実施できなかった各事業体のイ
ベントが再開となり、多くの事業体で市
民と対面でのイベントが復活しています。
他事業体にも参考にできる広報 PRも
数多くあるかと思われますので、ご参照
ください。
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編集後記

東京都千代田区九段南4丁目8番9号（日本水道会館）
電話03（3264）6655（代） ＦＡＸ03（3264）5075
大阪市中央区南船場4丁目12番12号（ニッセイ心斎橋ウェスト）
電話06（6245）0401 ＦＡＸ06（6245）0300
札幌市中央区北2条西2丁目41番地（札幌2・2ビル）
電話011（251）8710 ＦＡＸ011（522）5310
仙台市青葉区本町2丁目5番1号（NL仙台広瀬通ビル）
電話022（261）0462 ＦＡＸ022（399）6590
名古屋市中村区名駅3丁目22番8号（ 大東海ビル）
電話052（561）3075 ＦＡＸ052（433）8338
広島市中区立町2番23号（野村不動産広島ビル8階）
電話082（545）3596 ＦＡＸ082（545）3586
福岡市中央区天神2丁目14番2号（ 福岡証券ビル）
電話092（771）8928 ＦＡＸ092（406）2256








